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市民税
28 億 3,372 万円

固定資産税
34 億 122 万円

軽自動車税
1億 3,150 万円

平成29年度

平成 29 年度は前年度に比べ、約 12 億 3,000 万円の減額とな
りました。
・ 平成 29 年度は大型事業による施設建設などがないため、「市債」が 4
億円の減
・平成 28年度のスポーツワールド跡地売却のような大きな市有地の売却
などがないため、「その他」の財産収入が 10億円の減

会計区分 歳入 歳出
国民健康保険 71 億 5,018 万円 68 億 2,702 万円
後期高齢者医療 5億 3,259 万円 5億 3,153 万円
介護保険 40 億 4,110 万円 39 億 2,011 万円
楠木及び天野揚
水場管理

2,254 万円 1,784 万円

簡易水道等事業 1億 7,925 万円 1億 7,521 万円
下水道事業 12 億 7,943 万円 12 億 6,227 万円

会計区分 収入 支出
上水道事業
収益的

6億 8,566 万円 5億 9,981 万円

上水道事業
資本的

176 万円 3億 1,712 万円

市
議
会
９
月
定
例
会
で
、
伊
豆
の
国
市
の
平
成
29
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
と
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
市
に
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か

と
い
う
『
市
の
家
計
簿
』
の
こ
と
で
す
。
昨
年
度
１
年
間
の
、
市
の
家
計
の
や
り
く
り
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別会計

一 般 会 計

公営企業会計

民生費
67億 8,571 万円
36.7％

　　　　　教育費
17億 931 万円

9.3％

　　　　　　　公債費
17億5,113万円　9.5％

消防費　8億 6,017 万円　4.7％

土木費
17 億 5,721 万円　9.5％

その他　1億 5,562万円　0.8％

人件費
28 億 3,682 万円
15.3％

扶助費
37 億 3,034 万円
20.2％

公債費
17 億 5,113 万円　9.5％

物件費
33 億 1,846 万円
18.0％

普通建設事業費
16億 6,932 万円
9.0％

補助費等
20億 9,905 万円

11.4％

繰出金
23 億 2,732 万円

12.6％　

問 財務課
☎ 055-948-1414

市たばこ税
3億 4,577 万円

入湯税
9,566 万円

目的別

性質別

歳出 184億7,211万円
376,352 円／市民一人当たり

歳入 191億 221 万円
389,190 円／市民一人当たり

総務費
28億 4,228 万円
15.4％

衛生費
17 億 4,692 万円　9.5％

合計 68 億 787 万円
市税の内訳

平成 29 年度は前年度に比べ、約 13 億 5,000 万円の減額とな
りました。
歳出を目的別に見ると
・ 平成 28 年度のスポーツワールド跡地売却に伴う財政調整基金の積み立
てなどがないため、「総務費」が 10億円の減
・大規模改修事業完了に伴い、「教育費」が 4億円の減
・静岡DCの開催に伴い、「商工費」が 6,000 万円の増

地方公共　団体の中
心となる　会計で、
市政運営　の基本的
な経費を　計上。

商工費　5億 4,455 万円　2.9％

合計 376,352 円※市民一人当たりの換算額
目的ごとの主な使い道

民生費 138,252 円

子育て支援、
高齢者福祉など

総務費 57,909 円

江間工業用地整備、
地域づくり推進など

商工費 11,095 円

商工業支援、
観光振興など

農林業費 6,504 円

農業・林業の
支援、振興など

消防費 17,525 円

消防、防災など

衛生費 35,592 円

保健衛生、
ごみ処理など

土木費 35,801 円

道路や公園の
整備など

教育費 34,826 円

教育施設整備、
スポーツ振興など

公債費 35,678 円

借入金の返済など

その他 3,170 円

・議会費
・労働費
・災害復旧費

など

特定の事業の歳入歳出を処理するために
設置される会計

地方公営企業法の適用を受
け、利用者からの料金など
によって公共の利益を目的
に経営する事業会計

その他　1億 7,391 万円　0.9％
積立金

5億 6,576 万円　3.1％

農林業費　3億 1,921 万円　1.7％

自主
財源
52.0％

依存
財源
48.0％

繰越金　
5億 1,405 万円　2.7％

地方交付税
32億 1,634 万円

16.9％

国県支出金
34億 3,791 万円

18.0％

市債
11 億 5,400 万円

6.0％

譲与税・交付金
13億 6,273 万円　7.1％

【自主財源】市税など、
市が自主的に得ること
のできる財源。自主財源
が多いほど行政活動の
自主性と安定性を確保
できます。

【依存財源】国や県など
から交付されたり、割り
当てられたりする財源。

分担金および負担金
4億 4,655 万円　2.3％

使用料および手数料　
3億 2,589 万円　1.7％

その他　5億 2,524 万円　2.8％

繰入金 13 億 1,163 万円　6.9％

※ 歳入と歳出の差額
6 億 3,010 万 円 は、
平成 30 年度に繰り
越して財源とします。

（※平成30年3月31日現在の人口49,082人で算出）
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い
ず
の
く
に
大
使　

立
川
志
ら
べ
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旧
田
方
郡
韮
山
町
（
現
：
伊
豆
の
国
市
）
に
生
ま
れ
、
現
在
「
い

ず
の
く
に
大
使
」
を
務
め
る
落
語
家
・
立
川
志
ら
べ
さ
ん
が
、
こ
の

た
び
、
師
匠
・
立
川
志
ら
く
さ
ん
に
認
め
ら
れ
、
真
打
に
昇
進
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
祝
し
、
10
月
６
日（
土
）に
、
東
京
都
千
代
田
区
で

真
打
昇
進
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

□
健
全
化
判
断
比
率

　

 

次
の
①
〜
④
の
財
政
指
標
を
健

全
化
判
断
比
率
と
い
い
ま
す
。

① 

実
質
赤
字
比
率

　

 

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深

刻
度
を
示
し
ま
す
。

② 

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

 

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

③ 

実
質
公
債
費
比
率

　

 

借
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ

る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資

金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

④ 

将
来
負
担
比
率

　

 

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
ま
す
。

□ 

資
金
不
足
比
率

　

 

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の

不
足
額
の
度
合
い
を
示
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
が
わ
か
る

用
語
解
説

基金現在高 49 億 4,489 万円

（前年度比） -6 億 5,642 万円

市民一人当たり 100,748 円

一般会計における市債残高、基金残高の推移

基金残高（平成 29年度）

市債残高

基金残高

市債現在高 184億 2,369 万円

（前年度比） -4 億 4,211 万円

市民一人当たり 375,366 円

市債残高（平成 29年度）
基金残高（右目盛）市債残高（左目盛） （単位：億円）

… 市債のうち、実質的な市の借
金です。
… 市債のうち、将来的に国の交
付税の対象となる借金です。

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

④将来負担比率

資金不足比率

37.7％

なし

なし

0％

0％

財政の健全性を示す指標

③実質公債費比率
（3カ年平均）

　「地方公共団体の財政の健全化に関する
法律」に基づく 5つの指標を使って、財政
の健全性をチェックしたものです。

市が自分で改善努力をする 国などの関与で再生を目指す

イエロー
カード

レッド
カード

早期健全化基準 財政再生基準

伊豆の国市の健全化判断
比率・資金不足比率にお
いて、早期健全化基準を
超える数値はありません。

なし

7.7％

伊豆の国市はここ！

悪化
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口
上

　

秋
涼
爽
快
の
候
、
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
弟
子
の
志
ら
べ
を

真
打
に
昇
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
志
ら
べ
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

笑
い
を
考
え
る
才
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
芸
人
と
し
て
の
強
み
で

す
。
そ
の
才
が
本
物
か
ど
う
か
は
、

こ
れ
か
ら
試
さ
れ
ま
す
。
本
物
な

ら
ば
、
落
語
家
と
し
て
売
れ
る
は

ず
で
す
。

　

落
語
の
美
学
を
守
り
な
が
ら
、

現
代
に
通
用
す
る
落
語
家
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
、
志
ら
べ
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
10
月
吉
日

立
川
志
ら
く

　

ま
だ
地
元
に
い
た
高
校
生
の
と

き
、
テ
レ
ビ
で
師
匠
・
志
ら
く
の
落

語
を
見
た
の
が
き
っ
か
け
で
落
語

を
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

落
語
や
家
元
・
談
志
に
ひ
か
れ
、
や

は
り
初
め
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大

き
く
て
師
匠
に
入
門
し
ま
し
た
。

　

師
匠
に
は
、
昔
か
ら
「
お
前
は

下
手
だ
」
と
言
わ
れ
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
数
年
前
に
、「
も
っ
と
ギ
ャ

グ
を
考
え
ろ
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、

意
表
を
つ
か
れ
て
少
し
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
自
分
な
り
の
ギ
ャ
グ
を

入
れ
て
、
演
出
を
変
え
た
落
語
を

も
っ
と
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

縁
あ
っ
て
伊
豆
の
国
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
〝い
ず
の
く
に
大
使〟
を
務
め

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
当

た
り
前
に
褒
め
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
な
り
の
視
点

で
伊
豆
の
国
市
の
話
を
し
て
、「
伊

豆
の
国
市
」
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
10
月
吉
日

立
川
志
ら
べ


